
 本シミュレーションでは、令和６年度決算をベースに15年間の推計を実施
 推計にあたっては、国立社会保障・人口問題研究所の人口推計や「中長期の
経済財政に関する試算」（内閣府）で示された経済成長率など現時点で見込
むことができる条件を前提に推計

 なお、本推計は不確定要素を多く含んでおり、将来に向かって相当の幅を
もってみていただく必要がある
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（単位：百万円）
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（単位：百万円）

※歳入の「繰入金」について、令和６年度以降は財政調整基金からの繰入れは含んでいない
※特定目的基金は、減債基⾦やふるさと基⾦以外の全ての基⾦を計上

R6（決算） R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21

歳　　入　　合　　計 22,289 20,527 21,384 21,584 21,666 21,573 21,620 21,602 21,628 21,585 21,592 21,564 21,513 21,499 21,464 21,435

市町村税 5,311 5,540 5,574 5,580 5,552 5,522 5,478 5,431 5,381 5,318 5,266 5,211 5,128 5,057 4,985 4,900

地方交付税（臨財債含む） 5,454 5,436 5,513 5,598 5,730 5,783 5,846 5,903 5,943 5,993 6,035 6,080 6,137 6,185 6,234 6,293

交付金・地方譲与税等 1,844 1,606 1,635 1,657 1,659 1,659 1,658 1,657 1,654 1,651 1,648 1,643 1,637 1,632 1,626 1,620

国・府支出金 5,915 6,082 6,328 6,539 6,787 6,771 6,800 6,773 6,812 6,785 6,805 6,792 6,773 6,787 6,781 6,784

地方債 2,410 904 1,394 1,539 1,339 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200

諸収入 588 588 588 588 588 588 588 588 588 588 588 588 588 588 588 588

繰越金、繰入金 767 371 352 83 11 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50

歳　　出　　合　　計 22,018 20,234 21,312 21,685 22,186 21,948 22,142 21,681 22,233 21,837 22,130 21,871 21,548 21,729 21,628 21,638

人件費 3,699 3,687 3,880 3,747 3,939 3,690 4,101 3,636 4,176 3,753 4,023 3,792 3,478 3,641 3,498 3,510

扶助費 5,193 5,453 5,731 6,027 6,345 6,345 6,345 6,345 6,345 6,345 6,345 6,345 6,345 6,345 6,345 6,345

公債費 1,421 1,279 1,326 1,504 1,687 1,799 1,536 1,492 1,480 1,484 1,481 1,429 1,400 1,401 1,423 1,403

建設事業費（災害復旧含む） 2,552 1,057 1,504 1,600 1,400 1,250 1,250 1,250 1,250 1,250 1,250 1,250 1,250 1,250 1,250 1,250

物件費 2,535 2,594 2,642 2,668 2,693 2,720 2,746 2,773 2,800 2,827 2,855 2,883 2,911 2,939 2,968 2,997

補助費等 2,678 2,678 2,678 2,678 2,678 2,678 2,678 2,678 2,678 2,678 2,678 2,678 2,678 2,678 2,678 2,678

繰出金 3,261 3,314 3,361 3,381 3,400 3,421 3,441 3,462 3,458 3,454 3,451 3,447 3,438 3,427 3,417 3,406

積立金等 679 172 190 80 44 45 45 45 46 46 47 47 48 48 49 49

293 72 ▲ 101 ▲ 520 ▲ 375 ▲ 522 ▲ 79 ▲ 605 ▲ 252 ▲ 538 ▲ 307 ▲ 35 ▲ 230 ▲ 164 ▲ 203

1,908 2,038 2,185 2,120 1,600 1,225 703 624 19 ▲ 233 ▲ 771 ▲ 1,078 ▲ 1,113 ▲ 1,343 ▲ 1,507 ▲ 1,710

2,397 2,286 2,227 2,216 2,205 2,155 2,105 2,055 2,005 1,955 1,905 1,855 1,805 1,755 1,705 1,655特 定 目 的 基 金 残 高

区　　分

収 支 過 不 足

財 政 調 整 基 金 残 高



主な費目 考え方

歳
入

市町村税 人口・経済成長率と連動

地方交付税
直近の実績に各年度の扶助費、
繰出金の増加分を加算

国・府支出金 歳出と連動

地方債 歳出と連動

交付金・譲与税等、諸収
入（使用料・手数料、財産
収入、寄附金など）

直近の実績を据え置き
※地方消費税交付金、法人事業税交
付金のみ経済成長率と連動

繰入金
特目基金からの繰入金を
☑ 見込む

□ 見込まない

主な費目 考え方

歳
出

人件費 直近の実績に賃金上昇の影響を反映

扶助費 直近の実績の伸びを反映

補助費等、
物件費

直近の実績の伸び、物価上昇の影響を反映

建設事業費

次のいずれかによる
□ 直近の実績に物価上昇率を乗じた額をベースとし、

大規模事業を個別に積み上げる
☑ 団体の計画値を用いる

公債費
既発分は団体による推計
新発分は歳入の地方債と連動

繰出金

国保特会と後期高齢特会は人口と連動

介護特会は府全体の介護給付費総額の推計値と連
動

公営企業は直近の実績を据え置き
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